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速乾 1 液弱溶剤変性エポキシさび止め塗料

1. はじめに

　１９６０年代の高度経済成長期以降に整備した膨大な社
会インフラが急速に老朽化していることから国土交通省を中
心に保守点検の強化と新技術の工法を導入した「インフラ長
寿命化計画」１）が推進されている。また、民間の建築構造物
においても同様に老朽化が進んでおり、従来の修繕を主な目
的としたリフォームに加えて機能や性能をより向上させた「リノ
ベーション」といった取組も定着し始めている。このように塗替
需要が増加する中で「人や環境に優しく、確かな品質と利便
性を併せ持つ製品」が公共・民間を問わず強い市場ニーズ
としてある。一方、塗装業界を取り巻く変化の一つとして、塗
装従事者の減少やこれに伴う工事費の高騰が顕在化しつつ
あり、耐久年数とコストの適性を図るLife Cycle Cost(LCC)
の意識がますます高まりつつある。

2. 開発背景

　このような社会背景に対応する塗料として、腐食しやすい
環境でも長期耐久性を発揮するエポキシ樹脂系さび止め塗
料がある。この塗料は一般的に主剤と硬化剤を混合する２
液形であり、主に地方自治体の公共工事や各高速道路会
社の橋梁関係、大型海洋鋼構造物等へ採用される。一方、
民間の建築構造物などには１液形が採用されるケースが多
いのが実情である。この要因の一つとして、２液形は１液形
と比較して高い防錆性能を示すものの、混合の手間や保管

面、使用後の缶の産廃処理費用など、工事費用トータルでのコ
スト面に影響することが挙げられる。弊社ではこの状況を課題と
して受け止め、施工現場で使いやすい１液形でありながらJIS 
K5551:2008 構造物用さび止めペイント規格にある高い防錆性
機能を満足する「1 液エスコマイルド」を開発し、2014 年 9 月
に新たに上市した。その展開マーケットイメージを図１に示す。

3. 特　徴

　「1 液エスコマイルド」は、アルキド樹脂系さび止め塗料の
作業性の良さとエポキシ樹脂系さび止め塗料および電気化学
的に最適な防錆顔料を配合したことによる高い防錆力を合わ
せ持つ塗料である。主な特徴を以下に示す。また、代表的な
やや厳しい腐食雰囲気における塗装仕様例を表 1に示す。

　（１）使いやすい１液形タイプで、防錆力を大幅に向上。
　（２）幅広い下地（素材または旧塗膜）適性と上塗適性。
　（３）速乾性で、作業効率が高い。（1day/2コートが可能）。
　（４）鉛・クロムフリーで、環境に優しいさび止め塗料。
　（５）ホルムアルデヒドの放散等級が F ☆☆☆☆である。
　（６）被塗物のデザインを損なわない、抜群の仕上がり。

　このように幅広い用途に適用できるようになっている。特に大
きな特徴として防錆性能は２液形として一般的な JIS K5551
の防錆性試験に合格できる品質であることを第３者機関であ
る日本塗料検査協会より取得している点である。このような高
い防錆性を付与するため、「1 液エスコマイルド」には最適
な防錆顔料を配合している。その技術ポイントについて以下に
説明する。
　一般的に塗膜に含まれる防錆顔料の主な特徴は、降雨や
湿気等の水分により溶出した防錆顔料由来成分が塗膜 - 鉄
素地界面を鉄の腐食が進行しづらい安定領域であるアルカリ
雰囲気にする。加えて塗膜 - 鉄素地界面に防錆皮膜を形成
することで塗膜の防錆性能が発揮されることが知られている。
　しかしながら、「1 液エスコマイルド」へこのような防錆顔料
の適用は乾燥性や作業性を担っている基体樹脂の一部がそ
の防錆顔料由来のアルカリ成分によって加水分解反応が促進

図１　展開マーケットイメージ
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されてしまい十分な塗膜性能が発揮できない恐れがあった。
　このため、表 2 に示す通り一般的な防錆顔料は水溶化し
た際に pH11とアルカリ領域を示すのに対し、「1 液エスコマ
イルド」へ配合した防錆顔料は pH8 以下とほぼ中性領域を
示す特性を有している。また各種腐食環境を想定し、意図的
に酸（0.01N HClaq.）･ アルカリ（0.01N NaOHaq.）条件

下とした特性においても、「1 液エスコマイルド」
へ配合した防錆顔料は一般的な防錆顔料と比
較して約pH7～9といった中性領域付近を示す
ことから高い pH 緩衝能を有している。この特性
は実際の各種腐食環境に対してより安定した塗
膜性能の発揮が期待できる。さらに特性として導
電率（μ S/cm）の高さがあり一般的な防錆顔
料と比較して倍以上を有している。本特性は塗
膜 - 素地界面に到達した微量の水分で速やか
に防錆皮膜の形成が期待できることを示唆して
いる。
　次に表 3 に中性塩水噴霧試験 1000 時間試
験後の結果を示す。このように最適な防錆顔料
を配合した「1 液エスコマイルド」はカット部・一
般部共に一般的な１液形さび止め塗料よりも高
い防錆性を示し、かつ２液形さび止め塗料（エ
ポキシ系）と同等の性能を有する。これは「1
液エスコマイルド」へ適用した防錆顔料が効果
的に防錆性を発揮しているものと推察する。

4. おわりに

　「1 液エスコマイルド」の幅広い適用によって、
社会ニーズであるＬＣＣ低減化に大きく貢献がで
きるものと考える。今後も環境面・品質面・コス
ト面・作業性など市場動向を考慮した技術開発
に努めていきたい。
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表 1　やや厳しい腐食雰囲気における鉄部塗替推奨塗装仕様

工　程 塗料名・処置 標準所要量
（㎏ /㎡ /回）

塗装間隔
（23 ℃） 塗装方法 希釈率

（重量％）

素地調整 劣化している塗膜は、ケレン工具で除去する。さびは電動工具やサンドペーパーなどを用いて除去し、
被塗面を清掃する。素地露出部は下塗りを用いて補修塗りを行う。

下　塗（１回目） １液エスコマイルド
塗料用シンナーＡ

0.13 4時間以上
7日以内

はけ・ローラー 0～10
0.17 エアレス 5～15

下　塗（2回目） １液エスコマイルド
塗料用シンナーＡ

0.13 4時間以上
7日以内

はけ・ローラー 0～10
0.17 エアレス 5～15

SOP
仕上げ 上塗 ユニテクト10セーフティ

塗料用シンナーＡ
0.15

4時間以上
はけ・ローラー

0～5
0.19 エアレス

ウレタン程度
仕上げ 上塗 ユニテクト20セーフティ

塗料用シンナーＡ
0.19

16時間以上
はけ・ローラー 0～5

0.25 エアレス 5～15

ふっ素程度
仕上げ 上塗 ユニテクト30SF

塗料用シンナーＡ
0.17

16時間以上
はけ・ローラー 0～5

0.23 エアレス 0～15

表２　防錆顔料を5wt%水溶化した際のpHと導電率の変化

表３　「1液エスコマイルド」中性塩水噴霧試験1000時間後結果一覧表

測定条件 一般的な
防錆顔料

1液エスコマイルド
配合防錆顔料

DIW. pH
導電率（μS /cm）

― 11.0 7.6
― 373 774

0.01N 
HClaq.

pH
導電率（μS /cm）

2.3 6.3 6.9
3.1 1.2 2.7

0.01N
NaOHaq.

pH
導電率（μS /cm）

11.8 11.6 8.8
1.7 1.5 3.2

評価部位 項目 一般的な1液形
さび止め塗料

1液エスコ
マイルド

2液形さび止め塗料
（エポキシ系）

カット部 さび幅（mm） 5 5

一般部

さび なし なし
ふくれ なし なし
われ なし なし

はがれ なし なし

外観写真

【試験条件】
中性塩水噴霧条件：JIS Z 2371（5%NaClaq.）
使用板：SPCC-SB　塗装条件：エアスプレー
膜厚：dry 40 μm

>500時間
全面さび


